
留萌商工会議所 経営支援事例

ものづくり補助金と事業再構築補助金を活用した

新商品開発とセントラルキッチン増築による生産体制構築を支援

支援企業 株式会社 森商店（蛇の目寿司） 代表取締役 石黒 真喜子 氏

支援企業の声 （相談の経緯）

ものづくり補助金の申請に苦戦

コロナ禍で観光需要が低迷し、当社も大きな打撃を受けた他、市内の人

口減少にも歯止めがかからない状況や、生ものを扱う飲食店のフードロ

スは当社の大きな経営課題となっていました。

課題解決のために考えたのが、市場にあまり流通していない冷凍寿司

「にしんバッテラ」の開発です。ただ、冷凍寿司の商品化に必要不可欠な急

速冷凍機の導入には多額の設備費用がかかることから、国の「ものづくり

補助金」を活用したいと考え、専門家派遣事業等も利用しながら事業計画

書を作成し補助金申請を行いました。ただ、何度申請しても補助金の採択

が受けられず、どうしたら良いかわからなくなり留萌商工会議所に相談し

ました。 相談してみると親身になって、私の事業に対する思いを言葉に

するお手伝いをしていただき、きちんと事業計画にまとめることが出来

て、申請したら補助金の採択を受けることが出来ました。

㈱森商店様のインタビュー動画は

下記QRコードからご覧ください。

ショート動画 

ものづくり補助金を活用して開発した

焼き鰊子持ちばってら

事業再構築補助金の申請を決意

新型コロナウイルスの感染拡大が治まらず、緊急事態宣言が発令されるなど経営環境が厳しさを増す中、家から

誰も出て来られない状況でした。飲食店はいったい誰に何を販売していけば良いのか、毎日、毎日、悩んで眠れな

い日が続きましたが、私の代でお店を潰したくないという気持ちが強く、外食事業から新分野となる中食事業（物

販）への展開を考えました。現状の厨房設備では、中食事業の生産体制が整備されておらず、新しく厨房を建て替

えるなどかなりの資金が必要でしたので国の事業再構築補助金を活用したいと考えました。

前回の補助金申請で大変な思いもしましたが、ものづくり補助金の採択を受けた事は自信にもつながっていまし

たので、留萌商工会議所の経営指導員に相談しました。相談するとお手伝いしますと言っていただき、事業再構築

補助金の申請に向けて毎日のように連絡をとりながら私の不安を取り除いてもらい、補助金の採択を受けること

ができました。



支援担当 経営指導員より

ものづくり補助金の事業計画書を始めて見せていただた時に感じたのは、市場動向や取組み内容についても細

かく記載されており、ご自身で何度もブラッシュアップされた計画書だという点です。そのため、特に大きな手を加

えずに補助金採択につながったと思います。また、コロナ禍で飲食店の経営環境が悪化する中、無事に事業再構築

補助金が採択されたことで新たな設備投資の他、物販の世界や新商品開発など積極的な事業展開に繋がっている

と思います。

セントラルキッチン増築工事・無人販売所の設置・厨房機器の整備

～ 現在の経営状況について～

補助金が採択されたことで、急速冷凍機やセントラルキッチン増築、無人販売所の設置や、スチームコンベクショ

ンオーブンなどの厨房設備を導入することができました。 最近では冷凍で販売できる「焼きにしん子持ちばって

ら」を開発し、沢山のバイヤーの方々からもご要望をいただき、現在６種類のばってら開発も進めています。無人

販売所では、留萌で獲れた魚を使用した冷凍食品などの販売も行っています。冷凍技術の活用によって美味しさ

や栄養もそのまま保存できるようになり新商品の開発が進んでいます。揚げ物も電子レンジですぐに食べられま

すし、最近では飲食で利用するお客様以外にも無人販売所で購入していただける方が増えています。

～当所の経営支援について～

コロナ禍で毎日悩んでいたとき、経営指導員の方が「何でも言って下さい」「出来ることはやります」と言って

いただき、私の不安を取り除いてくれましたし、経営を助けてくれた恩人だと思っています。商工会議所が無かっ

たら補助金の採択もされなかったですし、蛇の目寿司は存続できなかったと思っています。商工会議所に行き慣

れていない方や、特に女性社長は行きづらさがあると思いますが、話を聞いてもらう事も簡単にできました。会

議所の〇〇さんに相談したらいいよというような会話が情報共有されると、もっと商工会議所を活用できると思

います。

留萌商工会議所

信 頼 さ れ 頼 ら れ る 商 工 会 議 所 を 目 指 し て

留萌商工会議所

LINE公式

アカウント ⇒

＜株式会社森商店（蛇の目寿司） お 問合せ＞

住所：077-0044 北海道留萌市錦町３丁目１－１３ TEL ： 0164-42-0848 FAX：0164-43-9220

メールアドレス jyanome.rumoi@gmail.com 営業時間 11：30～18：30 定休日：火曜日・水曜日
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